
 地域の防災について学びました  
庚午支部 防災学習会 

 ２月 19日（月）、初めての「防災学習会」を、地元の防災士の藤本博俊さんを講師に開

催しました。14名が参加しました。 

 藤本さんは、最初に、庚午地域の干拓の歴史をおいながら、この地域がいかに水害に弱い

かを説明しました。特に、庚午橋の通りから南側は浸水しやすい地域です。 

 大雨が降れば、庚午は水害、高須や己斐は土砂崩れなどの危

険が高い地域であることを自覚し、自分の身は自分で守る大切

さを知ってほしいと繰り返し強調されました。「行政の支援を

あてにしてはいけない」とも。 

 避難が呼びかけられたら、避難する場所は「安全な場所」。

小学校などの避難所だけでなく、友人宅、ホテルなども検討す

ること。高齢者は「警戒レベル３」で避難を開始することが大

事です。 

 避難所は、住まいの近くでなければならないということはあ

りません。 

 防災バッグに何を入れておくべきか。スマホかパソコンで 

「広島市防災情報サイト」を検索すると、紹介されています。     （田中 富範） 

初中華に挑戦！ 五月が丘支部ベジタブル班 

 五月が丘公民館にて２月 24 日（土）、福島生協病院栄養科 長尾調理士さんの指導にて

14名参加による料理教室が開催されました。今回は五月が丘初となる「中華料理」に挑戦

です。麻婆茄子・チンジャオロース・ナムル・中華スープの献立です。 

シャキッとした野菜・牛肉の切り方など改めて知るこ

とがあり、皆さん頷き、相槌とメモを取る方もいらっ

しゃいました。「どれどれ？！」とか「これはこっち

～」など声かけあいながら完成に。 

麻婆茄子には最後に山椒をかけるとピリッと味がしま

ってさらに美味になり「中華は難しいかなと思ったけ

ど、家でもやってみようかね」と感想がこぼれた楽し

いひと時でした。 
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